
１　総括

 (1) 人件費の状況（普通会計決算）

 (2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。

      ２　職員数は、平成２２年４月１日現在の人数です。

 (3) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注） １

２

２　一般行政職給料表の状況（平成２３年４月１日現在）
（単位：円）

289,200 320,600 366,200

４級 ５級 ６級 ７級

458,400424,600243,700 309,400 356,600 390,100 402,500

135,600

最高号給の
給料月額

185,800 222,900 261,900

類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均した
ものです。

　　　　　千円 　　　　　千円千円

5,917

千円

2,863,918

ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示
す指数です。

5,175,078

１号給の
給料月額

１級 ２級 ３級

人

5,959

給与費 B/A 一人当たり給与費

22年度

区　分

22年度 千円

1,950,465484

人

203,318 710,135

期末・勤勉手当職員手当

千円

　　　　　　Ａ 　　計　　Ｂ給　 料

21.0

職員数

62,649 920,107 18.9

一人当たり

27,369,426

(参考)　類似団体平均給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

　　　　　千円 　　　　　　％ 　　　　　　　　　　　％

　　　　　（22年度末） Ｂ／Ａ　　　　　　Ａ

　　　　　　　千円

　　　　　　Ｂ

　　　　　千円

宇城市の給与・定員管理等について

住民基本台帳人口 実質収支 人件費率 （参考）

21年度の人件費率

歳出額　 人件費
区　分

(H18) 

94.7 

(H18) 

96.6 

(H18) 

97.4 

(H23) 

98.5 
(H23) 

97.7 

(H23) 

98.8 

90.0 

95.0 

100.0 

105.0 

宇城市 類似団体平均 全国市平均 
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３　職員の平均給与月額、初任給等の状況

 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成２３年４月１日現在）

　　　　①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

　　　　②技能労務職

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円 歳 円

歳 人 円 円 円 歳 円

歳 人 円 円 円 歳 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円

歳 人 円 円 円

円 円

円 円

円 円

※

※

※

（注）１　「平均給料月額」とは、平成２３年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

      ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当な　 

　　　　どのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているも

　　　　のです。

　　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手

　　　　当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

区　　分

宇城市

うち学校給食調理員

308,233

45.0 202,400調理士

－ － －

4,731,848

－ －

－

民間
(D) C/D

313,183 347,693

－

－

43.7

－

年収ベースの「公務員(C)」及び「民間(D)」のデータは、それぞれ平均給与月額を12倍したものに、公務員に
おいては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては、前年に支給された年間賞与の額を加えた試算
値です。

2,723,800 1.74

宇城市

1.58 2,943,200 1.81

－

うち用務員

－

－

5,328,600

－ －

－

年間ベース(試算値)の比較

公務員
(C)

3,689 283,862 － 321,662

6

329,465

337,801

332,250 324,500

自動車運転手

－

217,000

48.3 386 322,441 359,009 340,633

326,400

49.5

－

209,700

47.5 3 289,900 328,600 315,900

47.7 316,400

58.6

－ －

用務員 53.8

公　務　員

うち自動車運転手

13 284,400 290,954 285,600

48.2 30 302,600 315,546

類似団体 43.7

民　　間

平均年齢 職員数 平均給料月額
平均給与月額

(A)
平均給与月額

(国ベース)
対応する民間
の類似職種 平均年齢

平均給与月額
(B)

365,691

335,100

332,547 401,218 362,919

国 42.3 327,205 ― 397,723

うち用務員

（国ベース）

宇城市 43.8 387,977 359,172

熊本県 43.9 337,087 395,657

48.9 46

熊本県

国

－

うち学校給食調理員

A/B

類似団体

参　　考

区　　分

1.51

－

技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致して
いるものではありません。例えば、民間データにおける雇用形態については、「１ヶ月を超える期間を定めて
雇用されている労働者」や「日々又は１ヶ月以内の期間を定めて雇用されているもののうち、４月及び５月に
それぞれ18日以上雇用された労働者」が含まれており、本市データにおいては、臨時・非常勤職員については
除かれている点など、データの基礎が異なる部分があります。

民間データは、賃金構造基本統計調査（厚生労働省）結果の公表を受け、総務省から提供されたデータを使用
しています。（平成２０年度～２２年度の３ヶ年平均）

うち自動車運転手

うちその他技能労務職

5,252,600 3,050,000 1.72

－

1.44

329,775 －うちその他技能労務職 54.0 8

平均給与月額
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
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 (2) 職員の初任給の状況（平成２３年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円

円 円

 (3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２３年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

※

４　一般行政職の級別職員数等の状況

 (1) 一般行政職の級別職員数の状況（平成２３年４月１日現在）

（注）１　宇城市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

      ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

経験年数１０年

地方公務員給与実態調査の要領に基づく区分により、各経験年数に該当する平均を記載しています。
但し、該当職員がいない場合は、近似する経験年数を選びその平均を記載し、近似する者がいない場合は空欄
としています。

364,200

253,600

-

265,700

-

-

316,300

140,100

経験年数１５年 経験年数２０年

137,200 142,299

291,940

熊　本　県

大　学　卒

140,100

－

135,897

７ 級
高度な知識経験を必要とする業務
を行う部長及びこれらに相当する職
の職務

　　　　　　　　人 　　　　　　　　％

9 2.3

６ 級
部長、部次長及び高度な知識経験
を必要とする業務を行う課長並びに
これらに相当する職の職務

　　　　　　　　人 　　　　　　　　％

41 10.3

５ 級
課長、審議員及び特に高度な知識
経験を必要とする業務を行う主幹並
びにこれらに相当する職の職務

　　　　　　　　人 　　　　　　　　％

164 41.1

　　　　　　　　人 　　　　　　　　％

21 5.3

４ 級
主幹及び特に高度な知識経験を必
要とする業務を行う参事並びにこれ
らに相当する職の職務

　　　　　　　　人 　　　　　　　　％

82 20.6

構成比

１ 級
主事、技師及びこれらに相当する
職の職務

　　　　　　　　人 　　　　　　　　％

34 8.5

129,200 126,585

国

172,200 167,034 172,200

－

宇　城　市

一般行政職

区　　　　　分

技能労務職

大　学　卒

高　校　卒

高　校　卒

中　学　卒

区　　　　分

一般行政職

技能労務職

高　校　卒

254,300

209,175

210,900

-

３ 級
係長及び参事並びにこれらに相当
する職の職務

　　　　　　　　人

高　校　卒

中　学　卒

区　　分 標準的な職務内容 職員数

２ 級
高度な知識経験を必要とする業務
を行う主事、技師及びこれらに相当
する職の職務

　　　　　　　　％

48 12.0
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 (2) 昇給への勤務成績の反映状況

５　職員の手当の状況

 (1) 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（平成22年度支給割合） （平成22年度支給割合） （平成22年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・役職加算　５～１５％ 　・役職加算　５～２０％ 　・役職加算　５～２０％

　・管理職加算　１５～２５％ 　・管理職加算　１５～２５％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況（一般行政職）

1.35

0.65

1.35

　人事考課制度を平成１９年度より試行、平成２０年度より運用しているが、人材育成の手法として導入して
いる段階であり、勤務成績への反映までは至っていない。

1.45

2.601.35

宇 城 市 熊 本 県 国

１人当たり平均支給額（平成22年度） １人当たり平均支給額（平成22年度） ―

1,489 1,586

0.65

2.602.60

1.45 1.45 0.65

（３級＝５％、４級・５級＝10％、６級・７級＝15％）

　基準日にそれぞれ在職する職員に対し、基準日以前6箇月以内の期間におけるその者の勤務成績に応じて支給
する。

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60% 

70% 

80% 

90% 

100% 

平成23年の構成比 １年前の構成比 … ５年前の構成比 … 

１級, 8.5 １級, 6.9 １級, 10.3 
２級, 5.3 ２級, 7.9 

２級, 14.3 ３級, 12.0 ３級, 11.8 

３級, 23.3 ４級, 20.6 ４級, 20.2 

４級, 16.0 

５級, 41.1 ５級, 39.1 

５級, 24.0 

６級, 10.3 ６級, 11.6 ６級, 10.8 
７級, 2.3 ７級, 2.5 ７級, 1.3 
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 (2) 退職手当（平成２３年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

定年前前早期退職特例措置(2～20％加算) 定年前前早期退職特例措置(2～20％加算)

１人当たり平均支給額　　　　 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

 (3) 地域手当

（平成２３年４月１日現在）

千円

千円

％ 人 ％

％ 人 ％

 (4) 特殊勤務手当（平成２３年４月１日現在）

1回　2,000円

徴収手当

1件　2,000円

正規の勤務時間による勤務の一部
又は全部が深夜において行われる
看護等の業務に従事したとき

行旅死亡人の処理に従事したとき

診療能率手当

生活保護担当職員社会福祉業務手当
生活保護法による調査、指導等に
従事したとき

看護師

行旅死亡人の処理従事職員

医師特殊業務手当 常勤の医師

行旅死亡人取扱手当

市税等の滞納による財産差押え又
は財産差押え物件の引上げに現地
で直接従事したとき

24,697

大阪府大阪市 15

防疫等作業手当

支給率 支給対象職員数

支給職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算）

主な支給対象職員

感染症又は家畜伝染病の防疫
に従事する職員

手当の種類（手当数）

徴収業務のため外勤した職員

東京都特別区 18 0

0 15

支給実績（平成22年度決算） 0

支給職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算） 0

支給対象地域 国の制度（支給率）

30.55

宇 城 市 国

41.34

59.28

59.28

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成22年度）

23.50

33.50

47.50

23.50

33.50

47.50

59.28

30.55

41.34

59.28

税務手当 市税等の賦課事務従事職員

夜間看護手当

市税等の徴収事務従事職員

法律に基づく作業に従事したとき

感染症患者若しくは感染症の疑い
のある患者の救護又は特殊な技能
を要する麻酔、医師2人以上の立会
いによる手術等に係る診療に従事
したとき

市税等賦課事務に従事したとき

市税等徴収事務に従事したとき

介護保険等の保険料、保育料、公
営住宅や上下水道の使用料等の徴
収のため外勤したとき

59.28

手当の名称

59.28

18

左記職員に対する支給単価

1件　3,000円

月額　3,000円

月額　4,000円

日額　200円

日額　1,000円

月額　4,000円

月額　60,000円

日額　800円

　円

　％

23,082

197,284

20.4

15種類　（うちH22年度支給実績　13種類）

千円

主な支給対象業務

支給実績（平成22年度決算）　

医師2人以上の立会いによる手術に
従事したとき

常勤の医師

市税等の徴収事務に専ら従事
した職員
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※ 各項目の数値及び手当の種類については、公営企業分を含んでいます。

 (5) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

 (6) その他の手当（平成２３年４月１日現在）

千円

支給職員１人当たり

月額　2,500円

22,339

64,382

日曜日、国民の祝日及び夜間等に
呼出しを受けその職務に従事したと
き

常勤の医師

国の制度と

管理職手当 異
（国）
25/100以
内

36,148 千円

－

扶養手当 同

26,990

○配偶者　13,000円
○その他扶養親族　6,500円
○加算措置　16歳～22歳の子1人
につき5,000円加算

－

通勤手当

62,137

同

（平成22年度決算）

との異同 異なる内容 （平成22年度決算） 平均支給年額内容及び支給単価

放射線業務手当 放射線技師、看護師

薬剤師

月額　入院及び外来患者
に係る1箇月当りの診療報
酬請求額の1％

(1)院長：月額　370,000円
(2)各診療科部長：月額
270,000～330,000円の範
囲内で規則で定める額

(1)放射線技師：月額
5,000円
(2)看護師：1日　100円

226

月額　2,500円

1回　300円

月額　2,500円

エックス線その他の放射線を照射
する作業に従事したとき

検査業務に従事したとき

常勤の医師

感染症の疑いある患者に接し又は
介護に従事したとき

地域特性に対応した医療開発と医
学の進歩に即応する高度な医療を
研究し、住民福祉に貢献したとき

外来看護師、事務員、調理員

検査技師

薬剤師がその職務に従事したとき

診療手当

管理・監督の地位にある職員に対し
て、給料月額の15/100を超えない
範囲内で、役職に応じ支給

職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算） 133

呼出手当
放射線技師、検査技師、看護
師又は准看護師

入院び外来患者の診療に従事した
とき

感染症危険手当

支給実績

○借家の場合
月額12,000円を超える家賃を支
払っている職員に対して、27,000円
を限度に支給
○持家の場合
・新築購入後5年未満　2,500円
・上記以上　1,000円

○公共交通機関等を利用する場合
は、55,000円を限度として運賃に応
じて支給
○自動車等で通勤する場合、使用
距離に応じて支給
　（距離）　2km～60km以上
　（金額）　2,000円～24,500円

職員１人当たり平均支給年額（平成21年度決算） 119

手　当　名

国の制度

住居手当 異 110

58

540

支 給 実 績 （ 平 成 21 年 度 決 算 ）

支 給 実 績 （ 平 成 22 年 度 決 算 ）

医師研究手当

58,724

検査業務手当

麻薬管理手当

千円

千円

千円

千円

持家の場
合の支給

千円

千円
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６　特別職の報酬等の状況（平成２３年４月１日現在）

円 円 ／ 円

（ 円 ）

円 円 ／ 円

（ 円 ）

円 円 ／ 円

円 円 ／ 円

円 円 ／ 円

　　（平成22年度支給割合）

月分

　　（平成22年度支給割合）

月分

　　 （算定方式）

円 × × 円

円 × × 円

      ２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年）勤めた

　　　　場合における退職手当の見込額です。  

（注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。

　　　　平成２３年４月１日より、現に在職する市長の任期満了又は退職の日まで、市長にあっては１００分

　　　　の１０、副市長にあっては１００分の５をそれざれ乗じて得た額を減額しています。

給 料 月 額 等

（参考）類似団体における最高／最低額

88 千円

区 分

831,000

623,000

任期毎

任期毎

退
職
手
当

副 市 長

備　　　　考

（１期の手当額）

(在職期間) 290/100

(在職期間) 500/100市 長

期
末
手
当

市 長

副 市 長 2.60

議 長

副 議 長 2.60

議 員

報

酬

議 長 690,000

副 議 長 620,000

議 員 560,000

403,000

369,000

348,000

給

料

市 長 990,000

副 市 長 802,000

747,900

591,850

831,000

管理職員特別
勤務手当

管理職手当支給対象者が週休日
等に勤務した場合、勤務1回につき
12,000円を超えない範囲内で支給
※1回　6,000円（6時間を超える場
合は150/100を乗じた額）

同 －

－

単身赴任手当

宿日直手当
宿日直勤務を命ぜられた職員に
は、その勤務1回につき4,200円

同

千円

（支給時期）

16,620,000

7,226,800

－ 0

395,000

359,000

295,000

千円千円 21213

500,000

273,000

千円

0

9

異動等に伴い転居し、やむを得な
い事情により同居していた配偶者と
別居し、単身で生活する職員に対し
て、基本額23,000円に交通距離の
区分に応じた金額（6,000円～
45,000円）を加算した額を支給

同 千円

623,000
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７　職員数の状況

（1)部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年４月１日現在）

人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（類似団体の人口1万人当たり職員数 人）

人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（類似団体の人口1万人当たり職員数 人）

人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。

　　　２　[     ]内は、条例定数の合計です。

（2)年齢別職員構成の状況（平成２３年４月１日現在）

71
職員数

人 人

28

人

87 77 053 51 73

人人 人

3 19

人 人 人 人

55歳 59歳 以上

人

38 60

人 人

560

計

未満 23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳 47歳 51歳

～ ～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～ ～

44歳 48歳 52歳 56歳 60歳

[         676    ］ [        0  ］

区　分

20歳 20歳 24歳 28歳 32歳 36歳 40歳

561

合　　計

565 △ 4

76.46

[         676    ］

21 22 1

小　計 81 82 1

14 14 0

その他

下水道 17 16 △ 1 異動後の不補充

　公
　営
　企会
　業計
　等部
　 　門

病院 29 30 1

水道

＜参考＞

総務

484 479 △ 5

2

計

134

事務分掌変更

134 0

一
般
行
政
部
門

議会 6 5 △ 1

△ 7

25 25 0

102

78.49

63.69

支所地域振興事業充実

38

異動後の不補充

　　　　　　　　区　　分

　部　　門

職 員 数 対前年
増減数

普
通
会
計
部
門

主 な 増 減 理 由
平成22年 平成23年

89.55

＜参考＞

事務分掌変更

＜参考＞

係新設に伴う人員増

57.74

税務

農林水産 49 44 △ 5

商工

民生

10 12 2

衛生 37 △ 1

103 △ 1

土木 41 40 △ 1

小　計

教育部門 78 80

399406

機構改革に伴う支所における課統合

異動後の不補充

機構改革に伴う係統合

0 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

構成比 

% 
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（3)職員数の推移

（単位：人・％）

年　度

部門別

（注）１　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。（教育長を含みます。）

　　　２　各年４月１日現在の数値であり、教育長を含みます。

８　公営企業職員の状況

 (1) 水道事業

①職員給与費の状況
ア 決　算

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。

      ２　職員数は、平成２３年３月３１日現在の人数です。

イ 特記事項 なし

②職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２３年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

（注）平均月収額は、平成２２年度水道事業会計決算額によるもので、期末・勤勉手当等を含みます。

③職員の手当の状況
ア 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（平成22年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

 月分  月分

（ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・役職加算　５～１５％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

　　　　　千円

0.65

（３級＝５％、４級・５級＝10％、６級・７級＝15％）

1,358 1,510

2.60 1.35

1.45

637

宇 城 市 水 道 事 業 全 国 市 町 村 平 均

１人当たり平均支給額（平成22年度）

区　分

公営企業等会計・計

合　　計

（普通会計・計）

総費用　

115

△ 48459 444 413 406 399

２０年 ２１年

教　　育

一　般　行　政 447

過去５年間の
増減数（率）

１９年

655

１８年

△ 10.7

93 94 84 79 78 80

553 492 484 479528

79 81 81 82

540

561

84

△ 13 △ 14.0

△ 61 △ 11.3

△ 33

△ 94

△ 28.7

２２年 ２３年

市町村平均 45.6 362,100 535,892

平均年齢

宇城市 42.1 470,929

区　分
職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

区　　分

千円 千円

基本給 平均月収額

（参考）

　　　　　　Ａ 　　　　　　Ｂ める職員給与費比率

21年度の総費用費に占

△ 14.4607 573 565

　　　　　　　　　　　％

1,003,395 48,360 4.64.8

22年度 　　　　　　　千円 　　　　　千円　　　　　千円

(参考)　全国市町村平

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ 給与費 B/A 均一人当たり給与費

一人当たり

　　　　　千円

7 26,382 3,671 9,505 39,558 5,651 6,443

22年度

84,237

純損益又は

実質収支

総費用に占める

職員給与費比率

Ｂ／Ａ

　　　　　　％

職員給与費

千円

１人当たり平均支給額（平成22年度）

人 千円

338,691
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イ 退職手当（平成２３年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分

その他の加算措置

定年前前早期退職特例措置(2～20％加算)

１人当たり平均支給額　　　　 千円 １人当たり平均支給額　　　　 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

ウ 地域手当（平成２３年４月１日現在）

千円

千円

％ 人 ％

％ 人 ％

エ 特殊勤務手当（平成２３年４月１日現在）

（注）水道事業に係るもののみを抜粋しています。

オ 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

カ その他の手当（平成２３年４月１日現在）

左記職員に対する支給単価

15

　％

186

1種類　（うちH22年度支給実績　0種類）

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成22年度）

職員１人当たり平均支給年額（平成21年度決算）

支 給 実 績 （ 平 成 21 年 度 決 算 ） 1,303

0.0

手当の種類（手当数）

支 給 実 績 （ 平 成 22 年 度 決 算 ） 731

職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算） 104

18東京都特別区 18 0

大阪府大阪市 15 0

支給実績（平成22年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算）

支給対象地域 支給率 支給対象職員数

0

0

一般行政職の制度（支給率）

59.28 59.28

0

宇 城 市 水 道 事 業 全 国 市 町 村 平 均

23.50 30.55

47.50 59.28

14,981

千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算） 0 　円

33.50 41.34

支給実績（平成22年度決算）　 0

手　当　名 内容及び支給単価 との異同 と異なる （平成22年度決算） 平均支給年額

徴収手当 徴収業務のため外勤した職員
上下水道の使用料等の徴収のため
外勤したとき

日額　200円

一般行政職一般行政職 支給実績 支給職員１人当たり

（平成22年度決算）

扶養手当

○配偶者　13,000円
○その他扶養親族　6,500円
○加算措置　16歳～22歳の子1人
につき5,000円加算

同 － 858 千円 214,500 円

住居手当

○借家の場合
月額12,000円を超える家賃を支
払っている職員に対して、27,000円
を限度に支給
○持家の場合
・新築購入後5年未満　2,500円
・上記以上　1,000円

同 － 984

内容

千円 196,800 円

通勤手当

○公共交通機関等を利用する場合
は、55,000円を限度として運賃に応
じて支給
○自動車等で通勤する場合、使用
距離に応じて支給
　（距離）　2km～60km以上
　（金額）　2,000円～24,500円

同 － 145 千円 29,000 円
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管理職手当
管理・監督の地位にある職員に対し
て、給料月額の15/100を超えない
範囲内で、役職に応じ支給

同 － 540 千円

同 － 0 千円

540,000 円

円

0 円
管理職員特別

勤務手当

管理職手当支給対象者が週休日
等に勤務した場合、勤務1回につき
12,000円を超えない範囲内で支給
※1回　6,000円（6時間を超える場
合は150/100を乗じた額）

同 －

宿日直手当
宿日直勤務を命ぜられた職員に
は、その勤務1回につき4,200円

同

0 千円

0

0 円

単身赴任手当

－ 0 千円

異動等に伴い転居し、やむを得な
い事情により同居していた配偶者と
別居し、単身で生活する職員に対し
て、基本額23,000円に交通距離の
区分に応じた金額（6,000円～
45,000円）を加算した額を支給
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